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6 当院におけるびまん性間質性肺炎に対する人工呼吸施行例の検討
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びまん性間質性肺炎には各種疾，患が含まれるが、

胞隔の浮腫，細胞浸潤，惨l原線維増生，肺胞腔の尚

子膜形成線維化などの共通病変を呈する。その結果、

肺ユンブライアンスの低下，拡散障害に換気血流比

不均等分布が加わり低酸素血症が生じる。経過は慢

性のものから急性のものまで様々であるが、最終的

には重篤な呼吸不全に陥り、その予後は極めて悪い。

秒々H、その;tt行件の'9'-'1暁イて令，.土/.1 -r，持続(1(11，:^ 
工呼吸管理を行なった症例について臨床的検討をわ

なったので報告する。

検討の対象は、過去 6年間に当院で人~:呼吸管.fI1!

を行なったびまん性問質刊肺炎II例である。その内

訳は謬原病肺2例，特発性間質性肺炎5例， )J;t 因不 I~J

の刀、性 I[\J 質't'I肺炎4例であった O イ十令は 46~ 68A 、

平均55.9才で、りj性6例，女性5例であった。i呼吸ィ、

全のタイプは 11例中 10例が I}¥'Ji呼吸不令であった

入院から人じ呼吸開始までの II 数は 2~6411 、、 l'均

21.2 Hであった。人工呼吸管理中の気胸の令併は2

例で、 2例とも両側気胸を合併した O 人工呼吸管理1

日数は1-102日、平均23.HJであるが、急性問質恒

肺炎群とそれ以外の慢世間質性肺炎の急性:止、化群の

2群にわけると、各々 54.3日， 6.3 Rとなり、急性問

質性肺炎では長期人工呼吸管理が必安となる傾向を

認めた。離脱成功は、 3例27%であった O 失敗症例

の死因は、呼吸不全が5例と最も多く、 2例が人工呼

吸施行初日に循環不全で、 l例が102日目にMOFで

死亡した。

次に離脱成功の3例を呈示する。 l例目は、 60才久-

性の特発性間質性肺炎の症例であるが、プレドニン

15mg隔日投与されていたのを 自己判断にて服薬中

止し、その 10日後より急激に呼吸不全が増悲し、レ

線上両肺野に浸i閏影が認められた。人工呼吸管理す

るとともに3日間のステロイドパルス療法を行なっ

たが、それにより著明な改善が認められ、 4日tJに

抜管に成功した。2例日は60:;1男性の特発性間質性

肺炎の症例だが、カゼ定状をきっかけに呼吸不全増

悪し緊急入院となった。入院翌日にはPa02 32.5 

mmHgまで低下した為、人 仁呼吸管理となり、同時

にパルス療法を施行した。パルス終了後より著明に

改善傾向jをぶし、 6H liに抜管できた。 3例目は 46才

男性のfJ.'，t1/i11質'rll肺炎の抗例であるが、突然の熱発

と|呼吸附婚で党病し入院|時レ線で全肺野浸i問影が著

fJ! ~でオ 勺プ:ザ 人 11"_0 r I ;- h パ"マ空里、テ'-.同 t~ !__ そが‘さ

1111に人|呼吸符.fI1!となった。パルスにより改普す

るがやがて忠化傾li1Jを示すということで計 3恒lパル

ス療法を繰り返し以後プレドニン60mgへ投与をする

ことで仰とか州勢が務ちついた。長期j人工呼吸で筋

)J 低~卜も }JUわり呼吸リハビリを行ないながら、 54" 

11に抜符できたヘ以 1.3例の経過から、人仁呼吸よ

り離脱できるか何かはパルス療法の効果が大きく影

響していると与えられた。

次に離脱の成行がパルス療法の効*と関連すると

与一えられたので、パルス療法が行なわれた10例をパ

ルス療法の効果のイ1無により2群にわけ、パルス前

の検奈仙からその効果が予想できるかどうかを検討

した。 1~ 1血球数，リ ンパ球数，CRP， LDH， rーグ
ロプリン， PaU2， RA， ANAについて検討したが、

同 lr下関でどれもイJ意ì~~ を認めなかった O 現時点では、

パルス療法の効栄を予想、できる因子は認められなか

った。

[まとめ]

l ぴまん判間質性肺炎で人工呼吸管理施行11例

の検討を行なった。

2. 抜d育成功は3例と F後は不良であった。死因と

しては呼吸不全が重要だが、極早期の循環不

全，長期jのMOFも注意、を要すると考えられた。

3. 離脱のk比百はパルス療法の効果の影響が大き

いと考えられたが、現時点ではその効果を予

知、できる閃 fはなく、今後さらなる研究が必

安ーと与えられた。


